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５
月
27
日
に
臨
時
議
会

を
開
会
し
、
６
件
の
議
案

を
承
認
、可
決
し
ま
し
た
。

　

６
月
の
定
例
会
は
９
日

に
開
会
、
16
日
に
閉
会
。

議
案
16
件
、
諮
問
１
件
、

報
告
２
件
で
す
べ
て
承

認
、
可
決
し
ま
し
た
。

質
疑　

令
和
３
年
度
の
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
の
歳
入
が
歳
出
に

対
し
て
不
足
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和

４
年
度
の
歳
入
を
繰
上
充
用
し
て
令

和
３
年
度
の
赤
字
を
補
填
す
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
基
金
や
予
備
費
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

答
弁
　
住
民
福
祉
課
長

　

基
金
は
令
和
３
年
度
で
す
べ
て
な

く
な
り
ま
し
た
の
で
、
令
和
４
年
度

の
税
を
繰
上
げ
て
充
用
し
ま
す
。

質
疑　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い

て
、
所
得
税
か
ら
控
除
で
き
な
い
分

は
個
人
住
民
税
か
ら
控
除
で
き
る
と

の
事
で
す
が
、
町
と
し
て
の
個
人
住

民
税
を
控
除
し
た
分
に
つ
い
て
は
国

の
方
で
財
源
補
填
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
か
。

答
弁
　
総
務
課
長

　

補
填
に
つ
い
て
は
地
方
特
例
交
付

金
で
全
額
交
付
さ
れ
ま
す
。

質
疑　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
収
入
が
減
少
し
た
被
保

険
者
の
減
免
期
間
の
延
長
と
の
事
で

す
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
説
明
し

て
く
だ
さ
い
。

答
弁
　
税
務
課
長

　

令
和
３
年
度
の
申
請
件
数
は
０
件

で
し
た
。令
和
２
年
は
９
件
、令
和
元

年
は
８
件
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

質
疑　

広
報
の
方
法
は
ど
の
よ
う
に

し
ま
す
か
。

答
弁
　
税
務
課
長

　

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
掲

載
の
他
に
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納

付
書
に
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
広
報
し

ま
す
。

質
疑　

業
務
の
詳
細
を
説
明
し
て
く

だ
さ
い
。

答
弁
　
企
画
産
業
課
長

　

公
共
施
設
等
の
高
台
移
転
の
た
め

に
、（
仮
称
）
防
災
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
隣
接
用
地
を
取
得
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
建
物
や
ハ
ウ
ス
、
樹
木
等

の
補
償
金
額
を
計
算
す
る
た
め
の
調

査
業
務
で
す
。
隣
接
用
地
約
６
，０

０
０
㎡
の
調
査
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

質
疑　

公
共
施
設
等
と
あ
り
ま
す

が
、
ど
う
い
う
施
設
を
予
定
し
て
い

ま
す
か
。

答
弁
　
企
画
産
業
課
長

　

例
え
ば
教
育
委
員
会
、公
民
館
や
、

防
災
対
策
の
柱
と
し
て
日
高
広
域
の

消
防
施
設
等
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
疑　

事
業
の
詳
細
説
明
を
し
て
く

だ
さ
い
。

答
弁
　
企
画
産
業
課
長

　

印
南
原
、
稲
原
西
集
落
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
圏
と
し
て
、「
わ
い
わ
い
稲

原
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
活
動
内
容
は
、

休
耕
地
を
活
用
し
た
作
物
の
栽
培
や

農
業
体
験
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
猿
の

追
っ
払
い
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

世
代
間
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

神
社
、
仏
閣
等
を
巡
る
イ
ベ
ン
ト
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
に
伴

う
、
拠
点
と
な
る
建
物
の
整
備
も
行

い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

税
条
例
等
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

公
共
施
設
等
高
台
移
転

建
物
等
調
査
業
務

過
疎
地
域
等
集
落
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
圏
形
成
支
援
事
業

補
助
金

議 案 審 議
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統合中学校建設予定地

物
件
補
償
等

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金

子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金

統
合
中
学
校
建
設
予
定

地
用
地
購
入
費

質
疑　

事
業
の
詳
細
を
説
明
し
て
く

だ
さ
い
。

答
弁
　
住
民
福
祉
課
長

　

令
和
３
年
度
ま
た
は
令
和
４
年
度

の
住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
、
家

計
急
変
世
帯
を
対
象
に
、
１
世
帯
当

た
り
10
万
円
を
支
給
す
る
も
の
で

す
。
令
和
３
年
度
に
も
あ
っ
た
事
業

で
、
令
和
３
年
度
で
既
に
受
け
取
っ

た
世
帯
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

質
疑　

何
世
帯
を
予
定
し
、
支
給
時

期
は
い
つ
ご
ろ
で
す
か
。

答
弁
　
住
民
福
祉
課
長

　

対
象
は
１
６
０
世
帯
を
予
定
し
、

７
月
中
に
は
支
給
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
疑　

事
業
の
詳
細
を
説
明
し
て
く

だ
さ
い
。

答
弁
　
住
民
福
祉
課
長

　

令
和
４
年
度
の
住
民
税
均
等
割
非

課
税
世
帯
の
方
等
を
対
象
に
、
18
歳

未
満
の
子
ど
も
１
人
当
た
り
５
万
円

を
給
付
す
る
も
の
で
す
。

質
疑　

昨
年
度
も
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
実
績
と
支
給
予
定
時
期

を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

答
弁
　
住
民
福
祉
課
長

　

令
和
３
年
度
の
実
績
は
61
世
帯
１

２
７
人
で
し
た
。
今
年
度
は
70
世
帯

１
５
０
人
を
予
定
し
、
７
月
中
の
支

給
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

質
疑　

購
入
面
積
及
び
地
目
を
説
明

し
て
く
だ
さ
い
。

答
弁
　
企
画
産
業
課
長

・
購
入
予
定
面
積
約
６
７
，０
０
０
㎡

・
原
野
山
林
等  

約
３
５
，０
０
０
㎡

・
田
畑　
　
　

約
３
０
，０
０
０
㎡

・
宅
地
と
雑
種
地  

約
２
，０
０
０
㎡

質
疑　

補
償
内
容
に
つ
い
て
説
明
し

て
く
だ
さ
い
。

答
弁
　
企
画
産
業
課
長

　

統
合
中
学
校
建
設
予
定
地
に
あ
る

倉
庫
、
ハ
ウ
ス
、
樹
木
等
の
補
償
費

用
で
す
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

前
号
の
い
な
み
町
議
会
だ
よ

り
93
号
の
P5
に
お
い
て
「
議
案

に
対
す
る
各
議
員
の
賛
否
」
の

表
内
、
議
案
番
号
「
５
」「
８
」

「
９
」
の
榎
本
議
員
の
賛
否
の

表
示
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
左
記
の
よ
う
に
訂
正
し
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

議案に対する各議員の賛否 〇=賛成　　×=反対

榎

　
　本

○

×

○

議案内容

職員の給与に関する条例及び印
南町会計年度任用職員の給与及
び費用弁償に関する条例の一部
改正について
印南町消防団員等公務災害補償
条例の一部改正について
印南町国民健康保険税条例の一
部改正について

人事院勧告に基づく期末手当の減
額 

上位法の改正に伴う改正 

国保税率の見直し及び子どもにか
かる均等割の減額 

議案
番号

5

8

9

条

　
　例

種類

誤 正
榎

　
　本

×

○

×

令和4年 第2回定例会【6月議会】



- 4 -

報告
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前
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玉
　
　置
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　谷

古
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　山

中
　
　島

　 

谷
岡
　
　本

木
　
　村

黒
　
　井
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○
○
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○

○

○
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○
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○
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○
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○
○
○
○
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○
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○
○
○
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○
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○
○
○
○
○

○

○

○

○

―
―

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○

○

―
―

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○

○

―
―

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○

○

―
―

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○

○

―
―

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○

○

―
―

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○

○

―
―

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○

○

―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―
―

―

―

―

―

―
―

議案内容

専決処分事項の承認を求めることに
ついて（印南町税条例の一部改正）
専決処分事項の承認を求めるこ
とについて（印南町国民健康保
険税条例の一部改正）
印南町税条例等の一部改正について
印南町半島振興法における町税の特
例に関する条例の一部改正について
印南町過疎地域における固定資
産税の特別措置に関する条例の
一部改正について

印南町国民健康保険税条例の一
部改正について

印南町立小学校及び中学校の施
設の開放に関する条例の一部改
正について
専決処分事項の承認を求めるこ
とについて（令和３年度印南町一
般会計補正予算（第９号））
専決処分事項の承認を求めるこ
とについて（令和３年度印南町国
民健康保険事業特別会計補正予
算（第４号））
専決処分事項の承認を求めるこ
とについて（令和３年度印南町介
護保険事業特別会計補正予算
（第３号））
専決処分事項の承認を求めるこ
とについて（令和４年度印南町国
民健康保険事業特別会計補正予
算（第１号））
令和４年度印南町一般会計補正
予算（第１号）について
令和４年度印南町国民健康保険
事業特別会計補正予算（第２号）
について
令和４年度印南町水道事業会計
補正予算（第１号）について
工事請負契約について
工事請負契約について
工事請負契約について
工事請負契約について
固定資産評価員の選任について
固定資産評価審査委員会委員の
選任について
固定資産評価審査委員会委員の
選任について
固定資産評価審査委員会委員の
選任について
人権擁護委員候補者の推薦につ
いて
令和３年度印南町一般会計繰越明許費繰越計算書について
令和３年度印南町水道事業会計繰越計算書について  

上位法の改正に伴う改正

国保税の最高限度額の引き上げ

上位法の法律施行に伴う改正

上位法の施行による改正

上位法の改正による改正

新型コロナウイルス感染症の影響
による収入が減少した被保険者の
減免期間の延長

切目小学校体育館の冷暖房使用
料の新設 

決算見込みによる予算調整

決算見込みによる予算調整

決算見込みによる予算調整

令和３年度の歳入が歳出より不足
となったための補正

統合中学校の用地購入費等 

傷病手当金に伴う予算調整等

水位計の補修費用等

（仮称）防災福祉センター建設工事
切目橋架替工事 
町道上野山線道路改良工事 
町道上野山線道路改良（その２）工事
上山　勝士　氏（新任・印南） 

津邑　光男　氏（再任・西ノ地）

堀　孝臣　氏（新任・古屋）

塩路　美也　氏（新任・印南） 

今井　敏和　氏（再任・島田） 

議案
番号

24

25

31

32

33

34

35

26

27

28

30

39

40

41

29
36
37
38
42

43

44

45

2

1
2

※議長は裁決に加わりません
●5月臨時議会・・・議案24～29　●6月定例議会・・・議案30～45、諮問2、報告1,2

議案に対する各議員の賛否

予
　
　算

条
　
　例

種類

〇=賛成　　×=反対

諮問

他

令和4年 第2回定例会【6月議会】 議 案 審 議
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宅
地
造
成
事
業
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
行
政
に
お
け
る
取
組
の
必
要
性

と
事
業
実
施
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を

訴
え
て
き
ま
し
た
が
、担
当
課
長
は
引

き
続
き
調
査
、検
討
す
る
と
の
答
弁

の
繰
り
返
し
で
し
た
。ま
た
、事
業
の

対
象
地
域
と
し
て
は
、稲
原
地
区
を

具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、本
年
３
月
議
会
で
は
、

事
業
の
採
算
が
取
れ
な
い
と
の
理
由

で
、稲
原
地
区
に
お
け
る
宅
地
造
成

事
業
の
実
施
は
困
難
と
の
答
弁
で
す
。

　

事
業
の
実
施
に
当
た
り
調
査
、検

討
を
行
う
と
表
明
し
て
か
ら
数
年
が

経
過
し
て
い
ま
す
。今
に
な
っ
て
採
算

が
取
れ
な
い
と
は
あ
ま
り
に
も
計
画

性
が
乏
し
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

質
問　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
収
支

計
画
に
基
づ
き
判
断
さ
れ
ま
し
た
か
。

答
弁
　
企
画
産
業
課
長

　

売
却
金
額
が
坪
７
万
円
か
ら
８
万

円
、こ
れ
を
超
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

質
問　

公
共
事
業
と
し
て
事
業
を
実

施
す
る
場
合
、宅
地
に
付
随
す
る
道

路
や
排
水
施
設
等
の
公
共
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
に
要
す
る
費
用
は
、当
然
、分

譲
価
格
に
影
響
し
な
い
前
提
で
計
画

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。宅
地
を
分

譲
す
れ
ば
人
口
が
増
加
し
、住
民
税
、

固
定
資
産
税
の
増
収
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　

計
画
の
採
算
が
取
れ
な
い
の
で
あ

れ
ば
、未
来
投
資
と
し
て
し
か
る
べ
き

費
用
の
支
出
を
行
い
採
算
を
図
る
こ

と
は
可
能
で
す
。そ
も
そ
も
稲
原
地
区

に
お
い
て
採
算
性
が
確
保
さ
れ
な
い

と
い
う
こ
と
が
、私
に
は
理
解
し
が
た

い
の
で
す
。

　

ま
た
、公
共
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
多

額
の
費
用
を
要
す
る
、そ
れ
に
見
合
う

土
地
の
効
果
が
低
い
と
い
う
こ
と
は
、

そ
も
そ
も
事
業
に
適
さ
な
い
地
域
で
、

当
初
計
画
の
段
階
で
実
施
困
難
と
判

断
で
き
た
は
ず
で
す
が
。

答
弁
　
企
画
産
業
課
長

　

売
却
金
額
が
７
万
円
か
ら
８
万
円

を
超
え
、売
却
の
計
画
が
見
通
せ
な
い

こ
と
が
判
断
に
至
り
ま
し
た
。

質
問　

通
常
は
事
業
実
施
の
計
画
段

階
に
お
い
て
、お
お
む
ね
採
算
性
が
確

保
さ
れ
る
こ
と
を
検
証
し
事
業
を
進

め
る
も
の
と
思
い
ま
す
。採
算
が
取
れ

な
い
こ
と
が
判
明
し
た
時
期
は
い
つ

で
す
か
。

答
弁
　
企
画
産
業
課
長

　

時
期
は
令
和
３
年
度
中
で
す
。

質
問　

町
で
は
、新
規
定
住
者
向
け

の
宅
地
は
不
足
し
て
い
ま
す
か
、充
足

さ
れ
て
い
ま
す
か
。ま
た
、現
在
、具
体

的
に
宅
地
造
成
事
業
の
実
施
を
検
討

さ
れ
て
い
る
地
域
と
い
う
の
は
あ
り

ま
す
か
。

答
弁
　
企
画
産
業
課
長

　

現
状
で
は
整
備
さ
れ
た
新
規
定
住

者
向
け
の
宅
地
は
不
足
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。町
が

宅
地
造
成
事
業
を
実

施
と
い
う
の
は
、今
の

と
こ
ろ
一
旦
リ
セ
ッ

ト
し
て
い
ま
す
。

質
問　

印
南
町
に
お
い
て
は
今
後
も

確
実
に
人
口
減
少
は
進
む
も
の
と
思

い
ま
す
。未
来
投
資
事
業
の
実
施
に
よ

る
民
間
業
者
の
参
入
に
期
待
し
た
い

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、い
ま
一
つ

反
応
は
鈍
い
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。何

度
も
申
し
上
げ
ま
す
が
、私
は
や
は
り

行
政
に
よ
る
宅
地
造
成
事
業
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。企
画

産
業
課
長
は
、企
画
政
策
課
長
当
時

よ
り
多
年
に
わ
た
り
担
当
課
長
を
務

め
ら
れ
て
い
ま
す
。他
の
課
長
は
人
事

異
動
等
で
変
わ
る
中
、異
例
と
い
う
べ

き
長
期
に
わ
た
り
企
画
担
当
課
長
を

務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
豊
富
な
行

政
経
験
を
生
か
し
早
急
な
る
事
業
の

実
現
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。ご
答

弁
は
結
構
で
す
。

岡
本
　
庄
三
　
議
員 

宅
地
造
成
事
業

に
つ
い
て
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質
問　

補
聴
器
助
成
制
度
の
国
の
制

度
と
し
て
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
。

答
弁
　
住
民
福
祉
課
長

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
の
取
得
者
に

対
し
所
定
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
た

だ
き
、
購
入
や
修
理
に
係
る
費
用
に

つ
き
１
割
の
自
己
負
担
、
９
割
を
町

で
負
担
す
る
と
い
う
制
度
で
す
。

質
問　

公
の
制
度
の
対
象
に
な
ら
な

い
人
へ
の
助
成
制
度
は
あ
り
ま
せ

ん
。
老
人
性
難
聴
に
な
れ
ば
認
知
症

を
発
生
す
る
可
能
性
が
大
き
く
な
る

事
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
補
聴
器
購

入
に
対
す
る
助
成
制
度
を
提
案
し
ま

す
。

答
弁
　
住
民
福
祉
課
長

　

県
内
で
２
町
が
４
月
か
ら
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
町
と
し
て
高
齢
者
の

方
の
声
を
聞
き
な
が
ら
前
向
き
に
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

質
問　

住
民
の
方
か
ら
黒
潮
フ
ル
ー

ツ
ラ
イ
ン
の
道
路
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
や
草
刈
り
な
ど
に
つ
い
て
の
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
住
民
の
方
や
区

か
ら
の
要
望
に
対
し
ど
の
よ
う
な
話

し
合
い
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答
弁
　
建
設
課
長

　

毎
年
、
古
屋
・
樮
川
両
区
か
ら
要

望
は
も
ら
っ
て
お
り
、
施
行
す
る
草

刈
り
、
伐
採
工
事
の
発
注
前
に
現
地

確
認
を
行
い
必
要
な
箇
所
に
対
し
て

は
対
応
し
て
い
ま
す
。

質
問　

令
和
４
年
度
は
い
つ
頃
の
対

応
に
な
り
ま
す
か

答
弁
　
建
設
課
長

　

ま
ず
、
現
場
を
確
認
し
、
お
盆
を

め
ど
に
完
了
す
る
様
に
例
年
発
注
し

て
い
ま
す
。

質
問　

国
が
今
年
４
月
に
策
定
し
た

「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
総
合
緊

急
対
策
」
の
活
用
に
つ
い
て
議
論
は

進
ん
で
い
ま
す
か
。

答
弁
　
企
画
産
業
課
長

　

農
業
用
ハ
ウ
ス
に
使
用
す
る
可
燃

A
重
油
の
購
入
に
対
し
補
助
を
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
臨
時
交
付
金
は
町

独
自
の
生
活
者
支
援
、
事
業
者
支
援

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

質
問　
「
か
え
る
の
応
援
券
第
３

弾
」
に
関
し
て
、
応
援
券
と
現
金
の

換
金
を
早
く
で
き
な
い
か
、
と
の
意

見
を
何
人
も
の
方
か
ら
も
ら
い
ま
し

た
が
、
改
善
で
き
ま
せ
ん
か
。

答
弁
　
企
画
産
業
課
長

　

月
２
回
の
振
込
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
間
違
い
の
な
い
振
り
込
み
が
重

要
で
す
。
一
つ
の
意
見
と
し
て
伺
っ

て
お
き
ま
す
。

榎
本
　
一
平
　
議
員

老
人
性
難
聴
に
対

し
補
聴
器
購
入
の

助
成
制
度
を

黒
潮
フ
ル
ー
ツ
ラ

イ
ン
の
環
境
整
備

を
問
う

原
油
価
格・物
価
高

騰
等
へ
の
対
応
は
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先
の
３
月
議
会
の
一
般
質
問
に
お

い
て
、同
質
問
の
進
捗
状
況
を
質
問
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

回
答
と
し
て
以
前
か
ら
の
検
討
場

所
の
稲
原
地
区
に
つ
い
て
は
採
算
が

合
わ
な
い
こ
と
が
判
明
し
、事
業
化
に

つ
い
て
は
、難
し
い
と
判
断
し
た
と
の

こ
と
で
す
が
、私
は
納
得
が
い
き
ま
せ

ん
。

　

人
口
減
少
対
策
・
町
財
政
確
保
拡

大
に
は
、未
来
に
向
け
た
先
行
投
資
の

住
宅
・
宅
地
整
備
は
今
後
も
進
め
て
い

く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

質
問　

当
初
計
画
時
、地
権
者
に
町

か
ら
本
件
に
つ
い
て
大
き
な
働
き
か

け
が
あ
り
、約
５
年
程
度
経
過
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、こ
の
間
、土
地
の

運
用
を
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
地
権
者

に
対
し
て
、現
在
に
至
っ
た
経
緯
等
を

含
め
た
説
明
責
任
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
、あ
ら
た
め
て
い
か
が
で
す
か
。

答
弁
　
企
画
産
業
課
長

　

３
月
議
会
で
答
弁
し
た
と
お
り
、

事
業
化
に
つ
い
て
は
厳
し
く
、用
地
交

渉
等
具
体
的
に
動
き
出
す
前
の
段
階

で
の
判
断
で
あ
る
た
め
、特
に
説
明
等

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

質
問　

説
明
等
し
な
い
こ
と
は
、人
道

的
に
反
し
ま
せ
ん
か
。計
画
の
段
階
で

地
権
者
に
ご
協
力
を
依
頼
し
て
き
た

こ
と
、既
に
５
年
以
上
経
過
し
て
い
る

こ
と
等
、あ
ら
た
め
て
経
緯
を
説
明
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

答
弁
　
企
画
産
業
課
長

　

本
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
、地
権
者

等
に
説
明
会
を
し
た
経
緯
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。公
共
事
業
を
す
る
上
で
調

査
、研
究
、結
果
に
つ
い
て
日
常
的
に

よ
く
あ
る
話
で
す
。

質
問　

他
に
コ
ス
ト
を
低
く
抑
え
ら

れ
る
方
法
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。進

入
道
の
再
見
直
し
・
単
価
が
高
い
残
土

処
理
方
法
の
見
直
し
等
含
め
、あ
ら
た

め
て
、未
来
に
向
け
た
先
行
投
資
に
計

画
見
直
し
を
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

答
弁
　
企
画
産
業
課
長

　

複
数
の
パ
タ
ー
ン・
坪
単
価
を
安
く

抑
え
る
方
策
を
検
討
し
た
結
果
、採

算
が
合
わ
な
い
と
判
断
を
し
た
も
の

で
、計
画
見
直
し
を
す
る
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。

質
問　

近
年
、稲
原
地
区
に
お
い
て
住

み
た
い
方
が
多
く
人
気
が
あ
り
ま
す
。

稲
原
地
区
の
計
画
は
、Ｊ
Ｒ
稲
原
駅

に
近
く
一
等
地
で
あ
り
ま
す
。

　

将
来
の
印
南
町
の
財
政
等
を
見
据

え
て
投
資
し
て
当
た
り
前
と
考
え
ま

す
。

　

今
後
も
未
来
投
資
事
業
に
よ
る
住

む
場
所
の
確
保
が
必
要
で
事
業
を
進

め
て
い
く
と
あ
り
ま
す
が
、具
体
的
な

地
域
は
な
い
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。稲

原
を
再
度
計
画
地
と
し
て
見
直
し
を

お
願
い
し
た
い
。

答
弁
　
企
画
産
業
課
長

　

坪
十
万
を
超
え
る

単
価
で
は
、地
域
的
な

価
格
も
含
め
て
断
念

せ
ざ
る
を
得
な
い
と

の
結
論
に
至
り
ま
し

た
。

質
問　

先
の
町
長
の
公
約
に
希
望
を

も
て
る
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り「
住
み
た

い
、住
み
続
け
た
い
」の
希
望
を
も
て

る
ま
ち
づ
く
り
が
あ
げ
ら
れ
、人
口
減

少
対
策
と
し
て
、未
来
に
向
け
た
先
行

投
資
を
行
い
、住
宅
・
宅
地
整
備
を
加

速
化
し
ま
す
。と
約
束
さ
れ
、場
所
に

つ
い
て
は
、印
南
地
区
と
稲
原
地
区
と

断
言
さ
れ
ま
し
た
。　

　

町
長
、計
画
の
見
直
し
含
め
答
弁
い

た
だ
き
た
い
。

答
弁
　
町
長

　

住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
町
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、何
ら
狂
い
は
な
い
で

す
。民
間
の
力
を
借
り
て
町
の
方
で
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
し
、そ
れ
に
合
わ
せ
て

民
間
が
宅
地
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
く
、

そ
の
こ
と
が
一
番
い
い
方
法
と
の
結
論

に
至
り
ま
し
た
。

黒
井
　
美
晴
　
議
員 

稲
原
地
区
に
お
け

る
宅
地
造
成
計
画

に
つ
い
て
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政策研修・陳情を
行いました
政策研修・陳情を
行いました

　令和４年５月 25 日、26 日に印南町議会の全議員と日裏町長
及び、脇谷副町長が政策研修や陳情のため東京に行ってきました。
その活動の一部を紙面で紹介します。

　国会内の参議院幹事長室にて、世耕
参議院幹事長に陳情を行いました。印
南町の今後の政策や財政支援等の力添
えをお願いしました。

　総務省にて、元和歌山県副知事の原官房
長と今年度採択を受けた「過疎地域持続的
発展支援交付金」について、御礼と今後の事
業計画についての意見交換を行いました。

　自民党本部内にある、国土強靭化推進室
にて、国土強靭化推進本部長の二階代議士
に陳情を行いました。
　【中学校統合の早期実現及び財源】を確
保しスムーズに開校できるように、財政支
援等の力添えをお願いしました。

掲載団体募集のお知らせ 　裏表紙で紹介する町内の団体を募集しています。掲載を
希望する団体は広報特別委員会までご連絡をお願いします。
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